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薩摩半島に残されたニホンイシガメの生息地とその重要性
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　はじめに

古くから日本人に親しまれてきたニホンイシ

ガメ Mauremys japonicaは日本固有のイシガメ科

イシガメ属のカメである．ただし、生物学的な関

心が寄せられたことはあまりなく、まして個体数

の増減について論じられることはあまりなかっ

た．ところが、同所的に生息するクサガメ M. 

reevesiiが大陸由来の外来種であることが明らか

になり（Suzuki et al., 2011），さらにニホンイシガ

メとクサガメの間に稔性のある雑種ができること

（Suzuki et al., 2014），さらに西日本各地ではミシ

シッピアカミミガメ Trachemys scripta elegansや

クサガメの方がイシガメより個体数が多いこと

（谷口ほか，2015）などが明らかになり，にわか

にその減少が危惧されるようになった．それによ

り．環境省のレッドリスト 2015の準絶滅危惧種

（NT）に掲載され（環境省，2015），本報告の土

地が存在する鹿児島県のレッドデータブックでも

準絶滅危惧種と位置づけられている（鹿児島県，

2014）．

本種の保護において，外来種とされるように

なったクサガメとの間に雑種が生じることは，両

種の間に遺伝子の浸透が起こることを意味してお

り，実際に遺伝子が浸透すると進化学的に純粋な

種が復元できなくなることから特に懸念される問

題となっている．従って，クサガメの侵入してい

ないニホンイシガメの生息地は，ニホンイシガメ

の保全上極めて重要だと考えられている．そのよ

うな状況において，我々は薩摩半島の南部の南九

州市でクサガメがまだ侵入していない二ホンイシ

ガメの生息地を確認したのでここに報告する．

　調査地・方法

調査は鹿児島県南九州市知覧町の周辺の標高

120 mから250 mの地域の河川とため池で行った．

河川は後岳川，厚地川，永里川，山仁田川，麓川，

ため池は古土手池，堤ノ原池，知覧特攻基地前池

でカメの捕獲を試みた．なお，捕獲場所の地図は

保護の観点から示さないこととする．捕獲はカメ

専用のカゴ罠に餌の鮮魚を入れて池や河川に夕方

設置し，翌朝，引き上げた．調査は 2016年 5月

18日から同年 10月 12日にかけての間に断続的

に実施した．捕獲されたカメはYabe (1989)に従っ

て，総排泄孔の位置で性を判別し，背甲長，腹甲

長，体重を計測した．また，生息密度を示す指標

として 1網あたりの捕獲数（CPT: Catch per Trap）

として使用した．

　結果・考察

今回の捕獲調査により，後岳川，永里川，山

仁田川，麓川，および古土手池でニホンイシガメ

が捕獲され（図 1），厚地川，堤ノ原池，知覧特

攻基地前池では捕獲されなかった．8ヶ所の調査

地のうち 5ヶ所でニホンイシガメが捕獲されてお

り，この地域では本種が比較的広範囲に生息して

いることが明らかになった．また，永里川にてニ

ホンスッポン Pelodiscus sinensisが 2個体捕獲さ
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れた．外来種であるクサガメとミシシッピアカミ

ミガメ Trachemys scripta elegansはいずれの調査

地でも捕獲されなかった．西日本の大部分の地域

で外来種とされるクサガメとミシシッピアカミミ

ガメが優占している現在（谷口ほか，2015），こ

の地域ではニホンイシガメのみが生息しており日

本のカメ相の原型を呈していると考えられた．

捕獲された二ホンイシガメは 31個体でメス 25

個体，オス 6個体であった．捕獲数が多かったの

は永里川と古土手池でそれぞれ 15個体，12個体

であった．また，この 2ヶ所は密度も高く，CPT

は 2.5と 2.0であった．このように，知覧地域で

は広く本種は分布しているものの，環境によって

その密度にはばらつきがあることが確認された．

捕獲された二ホンイシガメ背甲長，腹甲長，体

重を調べた．その結果，メス 25個体の背甲長は

136.1±32.4 mm（range 85.5–186.3）， 腹 甲 長 は

119.5±30.2 mm（73.5–166.5），体重 410.6±285.5 g

（85–863），オスは背甲長 129.7±10.2 mm（112.4

－ 140.8），腹甲長 109.6±74.2 mm（96.5–118.0），

体重 287.3±50.1 g（213–333）となった．また，背

甲長を 10 mmごとの階級に分けてヒストグラム

（図 2）を作成すると，メスは 2峰性の分布を示

し 100–120 mmの階級と 160–180 mmの階級に

ピークがみられた．一方，オスは 120–140 mmに

ピークを持つ単峰性の分布を示した．ニホンイシ

ガメの背甲長のヒストグラムは Yabe (1989)に岐

阜産のものがあるが，メスは 160–170 mmに，オ

スは 90–100 mmにピークが認められ，知覧産の

ものと比較するとメスのサイズは一致するが，オ

スは知覧産のものが大きいことが明らかになっ

た．この原因については不明である．

このように南九州市知覧にはニホンイシガメ

の貴重な生息地が存在することが明らかになっ

た．今後，河川や水系の改良工事を行う際には配

図 1．薩摩半島で捕獲されたニホンイシガメのメス．
Fig. 1. A female of Mauremys japonica from the Satsuma 

Peninsula.

図2．薩摩半島で捕獲されたニホンイシガメの背甲長の分布．
黒塗：メス，網目：オス．

Fig. 2. Carapace length distribution of Mauremys japonica caught 
from the Satsuma Peninsula. Black: females; mesh: males.

捕獲数 調査日
場所 網数 メス オス 合計 CPT 月 /日（2016年）
後岳川 3 1 0 1 0.3 10/12
厚地川 3 0 0 0 0.0 10/12
永里川 6 15 0 15 2.5 8/12
山仁田川 3 2 0 2 0.7 10/12
麓川 3 0 1 1 0.3 8/11
古土手池 6 7 5 12 2.0 5/17，7/7
堤ノ原池 3 0 0 0 0.0 5/17，7/7
知覧基地前池 3 0 0 0 0.0 10/12

30 25 6 31 1.0 

表１．調査地別のニホンイシガメの雌雄別個体数および CPT（１網あたりの捕獲数）．
Table 1. Number and CPT (Catch per Trap) of Mauremys japonica caught from the Satsuma Peninsula.
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慮を求めたい．また，クサガメやミシシッピアカ

ミミガメなどの導入にも注意を払い，それら外来

種の個体が発見された時には，速やかに駆除する

べきである．
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